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1． 鬼岳遠望

2＿参加者・一同

鬼岳山頂にて

（自然林は殆んどなく

針葉樹の植林がすす

んでいる）

3・　もうすぐ山頂．′





上　場　～　鬼　岳　採　集　会　報　告

1年春田達朗

2年吉村祐一

〔目的〕

1．こC上場高原は出水市内でありながら我が生物部には，調査記録が全くない，そこで後輩

等のためにもくわしい調査記録が必要である。

2．草原性の昆虫粗及び植物の徹旺調査

〔期日〕1973年8月11日～13日

〔場所〕鹿児島県出水市上場

〔参加者〕顧問木之下三夫先生荏村善元先生OB中村修二

2年佐潟廉川口博志吉村祐一下谷由美子上村恵子久保光子

1年春田達朗住吉啓二

〔コースと日程〕

8月11日（土）

出高生物室（10：00）－＜徒歩＞一機水ノミスセソター（11：35）一一＜バス＞

・一二上場公民館（13：00）

8月12日（日）

上場公民館（10：00）－＜徒婚＞一づ邑岳登山（13：00）

8月13日（月）

上場公民館（9：00）・－＜徒歩＞」軒日山登山日0：30）－＜徒歩＞「上場公

民館（13：30トー＜バス＞－一哉水バスセソター

1日目天気晴れのち曇り1時ごろ公民館につき，荷おろし後局絹の昆虫を採集した。
2日目天気晴れ

C地区では，畑に大豆を栽培してあって，ウラナミシジミが多く，牧場があったり，

牛の葦をしらべたら，センチコガネが採れたと思う。

B地区では，樹木が生い茂っていてヒラサキシジミが多くぅB地区の終わりは，草原

性であまり目立ったものはなかった。

A地区ではノウラギソスジヒョウモソPが，採れた。 山頂は，アキアカネが多数い

た。

3日目天気晴れ

公民館～朝日岳ではSトソボを多数採集した。 ここ上場はジャノメチョウの多産地で

あるが，2頭を目撃
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種　　　　　 名 1　 日　 目 3　　 日　　　 目

1． ヒ　メキマ ダラセセ リ 1 8 住 吉　 1 8 1 9 佐 潟　 1 8 吉 村

2． ス ジグロシロチ ョウ 1 8 佐潟 2 9 佐 潟　 1 8 吉 村

3．　キチ ョウ 1 8 住吉， 1 8 吉 村， 1 9 川 ロ， 1 9 木之 下

4．　ツマ グロキチ ョウ 1 8 佐 潟

5．　べ ここンジ ミ 1 9 川 口

6，　ウラナ ミシジ ミ 1 9 佐潟

7． アサギマダラ 1 8 佐 潟， 1 9 住 吉

8．　ツマ グロヒ ョウモ ソ 2 9 煙 村， 1 8 佐潟 1 9 吉 村

9，　イチ モソジチ ョウ 1 8 本 之下

1 0．　 コ　ミスジ 1 9 佐 潟

1 1．　 ヒメウラナ ミジャノメ 1 9 吉 村

1 2　 ジ ャノメチ ョウ 2 日

1 3．　 キマ ダラ ヒカゲ 1 日中村

1 4．　 コジ ャノメ 1 8 1 9 佐潟

2　　　 日　　 目

1． ミヤてチ ャノミネセセ リ ＋ （0 ） 1 9 佐 潟

2． アオノミセ セ リ ＋ （ ） 1 9 佐 潟

3． 7 オス ジアゲハ ＋ （ ） 1 8 佐 潟

4． タロアケざノー ≠ （ ） 1 8 1 9 佐 潟　 1 6 吉 村

5． スジ クロシロチ ョウ ＋ （ ） 1 9 佐 潟

6．キ チ ョウ ≠ （ ） 1 8 春 田， 1 9 佐 潟

7． ツマ グロキチ ョウ ≠ （ ） 1 8 1 9 吉村， 1 8 住 吉， 1 9 春 田

8． ムラサキシ ジ ミ ♯ （ ） 1 6 佐 潟， 2 8 吉松， 1 6 春 田

9．パ ニシジ ミ ＋ （ ） 1 8 1 9 佐潟　 1 8 春 田

1 0． ウラナ ミシジ ミ ♯ （ ） 2 8 佐潟

1 1． ヤ マ トシジ ミ ＋ （ ） 1 6 佐潟， 1 8 吉村

1．2． ル リ：ンジ ミ ＋ （ ） 1 8 春 田

1 3＿　アサギ マダラ ＋ （ ） 1 8 住 吉

1 4， ウラギ ソス ジヒョウモ ソ＋ （ ） 1 8 2 9 佐 潟

15．　 ツマ グロヒ ョウモ ソ ＃ （ ） 1 8 佐 潟

16． イ チ モ ソジチ ョウ ＋ （　 ） 1 8 佐 潟， 1 9 住 吉

17．　 コミスジ ＋ （ ） 1 9 吉 村， 1 9 春 田

1 8． サ カバチチ ョウ ＋（ ） 1 8 建 村
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（ト　ンボ類）

種　　　　　　　　 名 1　 日　 目　　 上場 公民館周辺

1　 キイ トトンボ ＋ 1 8 佐潟

2　 セ スシイ トトンボ ≠ 2 8 佐 潟

3　　 シオカラ ト　ソポ ≠ 1 9 佐 潟

4　 オ オシオカ ラ トソボ ≠ 1 9 吉村

5　 ナ ツア カネ ≠ 2 8 春 田　 2 9 佐 潟　 1 9 吉村

2　 日　 目　　 上場公民館　 ～　 鬼　 岳

1　 ミ　ヤー7 カ ワ ト　ソポ ≠ 1 8 2 9 佐潟

2　　 ミ　ルン′ヤ ソマ ＋ 1 8 中村

3　　 オ ニヤ ソマ ≠ 1 8 佐 潟

4　 ハ ラビロト　ンポ ＋ 1 ？中村

5　　 シオカラ ト　ンボ ≠ 1 8 春 田， 2 8 1 9 吉村

6　 オオ シオ カラ トソポ ＋← 1 8 佐 潟　 1 8 春 田　 1 8 吉村　 1 8 木 之 下

7　 ナツアカネ ≠ 1 ？佐潟

8　 ウス′ミキ トンボ ＋ 1 8 1 9 吉村

3　 日　 目　　 上場 公民館 ・～　 朝 日山

1　 アオイ トトンボ ＋ 1 8 春 田　 2 8 吉村

2　　 すニヤ ソマ ≠ 2 8 佐 潟　 1 8 川 口　 1 8 吉 村

3　 タカネ トソポ ＋ 1 8 春田　 1 日

4　　 シオカラ ト　ソポ ≠ 1 8 住吉

5　 オオ シオカラ ト　ンボ ≠ 1 8 佐 潟　 1 8 吉 村　 1 9 春 田　 1 9 中村

6　 シ ョウジ ョウ トンボ ＋ 1 6 住 吉

7　 ウスノミキ トンポ ＋ 1 8 佐潟　 1 8 春 田

符号の説明　　個体数：♯（多し）≠（普通）＋（少ない）

破損度：3（大破）　2（中破）1（少破）　0（完全）

採集・目撃：2819A・…‥…2頭乃Sと1頭の？ をAが採集した事を示す。

1日‥…・－・‥‥……1頭目撃したことを示す。

以下すべて同じ符号を使用する。
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上場～鬼岳採集会（植物の部）

2　年　下谷由美子　上村恵子　久保光子

出水のバスセソターからノミスで40分あまり，熊本との県境に上場高原はある。 採集会は8月

11日～13日であったが11日は，着いたのが昼過ぎであったため準備その他の都合で，採集

′
はやらなかった。12日は，朝8時頃出発し採集をしながら県境を越えて鬼岳というところに登

りそこから折り返して掃った。途中しろつめくさの一面にはえた丘の喜うなところを通った。

かなりの道を歩いた割には採張物が少なかった。13日は，午前中に行って帰って来れる所とい

うことで旭岳を選んだ。

次にあげるのは，その時の採集物で同定は鹿大の迫先生によるものです。

（まめ科）

ネコハギ

オオマルパパギ

ノササゲ

クズ

ヌスピトハギ

（うこぎ科）

ヤツデ

（きく科）

ノブキ

（くすのき科）

アオガシ

（いね科）

イネ

（おみなえし科）

オミ　ナエシ

（うらぼし科）

ホラシノブ

シシガシラ

ー＼ニシタ

イ　ワガネソウ

オオキジノオ

ヰジノオシダ

（いわひば科）

カタヒノミ

（しェうが科）

ハナショウガ

（うらじろ科）

ウラジロ

コシダ

（さくらそう科）

オカトラノオ

（いばら科）

フ＝Lイチゴ

キソミズヒキ

（にしきぎ科）

タロギ

（ぶな科）

アカカ．シ

（みかん科）

マツカゼゾウ

（ぜんまい科）

ゼソマイ

（ゆり科）

サルトリイノミラ

－7－

（きようちくとう科）

テイカカズラ

（うり科）

カラスウリ

（こけしのぶ科）

コウヤコケシノブ

（じんちょうげ科）

イヌガソビ

（ひかけのかずら科）

ヒカゲノカズラ

（みつばうつぎ科）

ゴソズィ、

（とうだいぐさ科）・

アカメガシワ



紫　尾　山　採　集　会　報　告

1年　中原　昭広
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〔期日〕1973年6月24日（日）天気（⊃

〔参加者〕2年上園清治川口博志佐潟廉吉村祐一下谷由妻子上村恵子

1年春田達朗式上幸之助中原昭広

〔日程とコース〕

西出水′ミス惇一一く′ミス＞九塚一く徒歩＞二平岩（7：40トー二ヒ官神社（10：50）一

頂上（11：30トー平岩（14：30）一くバス＞二九塚1－－番出水バス停

紫尾山は，出水付近に残された数少ない自然林である。 そこで，毎年我々は，新入部員と親睦を

深めネットその他の採集用具の使いかたにならせる意味もあって，この山の採集調奄を行なって

いる。

丸塚から少し歩いたところで竹を切り，ネットの柄とした。 平岩までの間には，シオカラトソポ

・スジグロチョウなどが見られすら．平岩から上官神社まで，三酎ばかり休憩しながら進んだがミド

リヒョウモソ・ウラギソヒョウモソなどここ数年来この山ではとれなかった珍品をとった。

途中の自然林の伐採は，去年にくらべて著しく進んでおり，このままでは紫尾山も蝶の住む余地

はなくなってしまうではないかと思った。 上官神社から上は，ブナの木が多くあり，アサギマダラ

・ウラギソヒョウモソなどがいた。

〔昆虫の記録〕

（媒類）

種　　　　　　　 名

1　 キ アゲハ
1 8 佐潟　 2 8 吉村　 2 8 武 可

2　　 タロア ゲハ 1 8 吉村

3　　 ス ジ グロ シロチ ョウ 1 8 1 9 佐潟　 4 8 3 9

吉村　 1 8 1 9 武 上

1 9 川 口　 1 9 中 原

4　 モ ゾキチ ョ　ウ 1 8 吉 村

5　　 ムラサキ・シジ ミ 1 8 1 9 書付

6　　 べこ、ンジ　ミ 1 9 吉村 1 8 1 9 佐 潟

7　　 ツノミメシ ジミ 1 8 吉村

8　　 ヤ ク、ンてル リシ ジミ 1 9 佐 潟　 － 1 8 佐 潟

9　 アサギマ ダラ 3 8 1 9 佐 潟　 1 8 武上　 1 8 1 9 吉村

1 0　　 ミドリヒ　ョウモノソ 1 8 佐 潟 －

1 1　 ウ ラギソヒ ョウモ ソ 1 8 武 上

1 2　　 ツマ グロ　ヒ ョウモソ 1 9 中 原　 2 8 吉村 1 9 吉 村， 1 8 佐潟

1 3　　 イチモ ソジチ ョ　ウー 1 9 中 原

1 4　　 ル リタテハ 1 6 中 原
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（ト　ンボ類）

種　　　　 名

1　 トゲオ トソポ ≠ 1 8 1 9 佐潟， 1 8 吉村　 1 9 春田

2　　 ミヤマカ ワト　ソボ ＋ 1 9 佐潟

3　 カワ ト　ソボ ≠ 1 8 1 9 佐潟　 1 9 武 と

4　　 コヤマ ト　ソボ ＋ 1 8 佐潟

5　　 シオ カラ トソポ 十 1 8 吉村

6　　 アキアカネ 准 1 8 3 9 吉村　 1 9 佐潟　 1 9 武上　 1 9 中原
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荒　崎　へ　行　く

2　年　下谷　由葉子

12月2日私達（私，ヒ村さん，久保さん）は出水駅に集合した。 今日は第153回鹿児島

県植物同好会のある日で，今回は場所が出水になっていたため参加さしてもらうことになったの

でした。咤児島からは自動車と汽車とに分けられて出発して，出水駅でおち合うことになってい

たようで駅に全邑（鞄児島から来られた万は5人）が集合してから，今回の目的地である荒崎に

出発しました．荒崎で鶴を見学し，またそこでは誌がどんなものを食べているかCr）ようなことも

調べられていたようでした。そしてそこから川ぞいに干拓地を歩いて，そこに見られる植物や野

鳥などを調べられ，私達もいろいろと教えてもらいました。 何時問か歩き回っ†こ後，またタグシ

‾で駅にもどり，そこで別れました）出水から荒埼＼の行き帰りの原はタクシーに同乗させてい

ただき，ありがとうございました〇また私達が紫尾山で採集した植物を鹿大の追先生に同定して

いただきましたが，その際はほんとうにありがとうございました。
（荒崎で採集した植物は下記

の通りですが，採集したものは，その場で同好会の方に同電していただきました。 ）

八　八三千

（とべら科）（でんじそう科）

トベラデソジソウ

（まめ科）（なす科）

タヌキマメセソチリホウプキクコ

都施． （きく科）（ひるがお科）

ハマヨモギコヒルがオ

ウラギク

カワラヨモギ

（くろうめもどき科）

ハマナツこし

（あぶらな科）差その他）

オランダガラシチャガラシ
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性染色体の観察法

教諭木之下三夫

〔はじめに〕

生物の性が形態的・機能的・生理的に異なる事は興味深い現壕であり，雌雄が如何にして決

定するかというしくみについては高等学校生物遺伝でXY型〔Ⅹ0型〕zw塑〔zo型〕とし

て受精の際に性染色体が関孫することを履鯵することである。

染色体の形態及び構造についてその一部を鹿児島県理科部会誌（1971，No12）に報告

したが性染色体は減数分裂の際に常染色体に比較して異常凝縮を示すので区別される。 以下比

較的簡単に入手しやすいバッタを材料にして減数分裂の際にみられる性染色体の観察の方法に

ついて述べる。

〔材料〕

クルマバッタモドキOedal（？ uSinrernalisdeSaussureの括壕

ノミツタ桑はXO型性決定様式による。 つまり？ は2m＝22＋XX，82n＝22＋Ⅹ

（常染色体22と性染色体1である）

形態的に98の特徴を図示する（生物実験ノートによる）

古の腹部を開いて楕蛍を取り出す。

♀

掛0

準備すべき薬品

卵麟腹板

璃塙都側向
OadeLicalcoh013：acet，icacidlに混合液）0顕徽鏡0ピソセット01多

acetoorceinoスライドガラス0カバーガラス0解部バサミ0柄付針0スボイド

0アルコールラソプ°管ピソ0ノくワラップ（夏用：ノミルサム，ワセリン，ラノリン，ノくラフ

イソ句等量混合し温めた後自然に冷やしたもの，冬用は・ミルサムの竜を多くした方が使用

に便利である。
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2〔方法〕

乱国足るの腹部から取り出した精巣をaceto－alcoholの入った管ピソに10～15℃に

保ち10分間以上浸潰固定する。

b染色管ピソで固定した精巣の一部をスライドガラスに取り出し1多aceも0－Orcein

を1滴かけ3～5分間染色する。 （乾燥しないようにチエンノミーを使うとよい）

c押しつぶしチェンバーからスライドガラスを取り出し力′ミーガラスを静かにかけずれな

いように二本の指で押さえておいて片手で柄付針の頭で軽くカノミーガラスの上から

割れないよらに叩いて細胞を散らし熟を加え（アルコールラソブの炎にスライドガ

ラスの下面を2～3回きっと通す電度）ろ紙を敷いた平らかな机面でカノミ－ガラス

の上から更に親指で静かに強く押しつぶす。
この時に絶対にカバーガラスがずれな

いように真上から3～4回押しつける。

d封入以上の操作を終えて郎砲をはさんでカバーガラスとスライドガラスが完全に密着し

たらカバーガラスの四辺をノミワラップで封入する。 （気泡が入ったりカ′く－ガラス

が割れたりしたら使用できないので予め3～4校同じプレノくラートを作った方がよ

い。 ）

3〔検鏡〕

廟徴境は光源光量調節器は，メカニカルステージ付で100×油浸レンズを使った方が便利

でき上ったプレパラートを検鏡すると視野の中に分裂各期の細胞が多数見られるので予め第1

分裂等2分裂の代表的な染色体の配置図を頭で描きながら探していく。

以上のようにして代表的な分裂各期の細胞別酎こ並べたのが次の写真である。 性染色体は第

1分製において常染色体に比較してラセソの仕方が早く（早く濃染し）常染色体よりも早くラ

セソが解ける（早く淡くなる）ので区別できる。 写真は×印とした。 このような染色の仕方が

員異常夜縮negativeheteropycnosisという，そのしくみについては不明とされて

いるが頚瀾酎叱組ては． ’その状態がよく観察できる。尚，ノミッタの減数分裂においては第2分

裂で染色体数が半滅するので終期においては11個の染色体をもつ生殖細胞と性染色体Xを含

む12個の染色体をもつ生殖細胞が存在することは云うまでもない。

参考までに写真は，光源光量調節器付メカニカルステージ付顕微鏡，対物100Ⅹ油漫レ／

ズ使用カメラ，アサヒフレックス顕微鏡写真握影装置露出500倍，6Vで2～4秒ミニコピ

ーフイルム印画紙4号を使用した。
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くるまぱっだもどきの精原細胞減数分裂の疎放鏡写真

82n＝23（常染色体22＋性染色体Ⅹ）

a中間期inもerph乱SO（性染色体Ⅹが異常凝縮している）

も第一分製綿糸期Iepも． stene

c〝太糸期pachyton

d〝分散期IliakineSis（性染色体が濃染している）

e〝中期r董8tmeもapha8et性染色体Xが淡染している）

r〝後期riSta】laPhase

g鴇二分裂中期second・nehPhase（m－＝12大きいものゝ1個がⅩ）

h〝後期〝帥aPhaSe
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生物課題実験の試みつづき

（植物表皮組織の研究）

鹿児島県立出水高等学校生物科

1972年一年生全員に「課題実験」を試みた。 その結果については前号に中間発表の形で報

告したが本年度も第2年目として実験のやり方． テ一一マの選定，その他昨年に引きつづき1年／ヒ

全員に夏休みを利用して「植物の表皮組織の研究1と喝してレポートを課した。 （目的方法その

他はしびっちょ6号P43～47を参照されたい）

初めて自らレポート形式にまとめ上げる生徒達にとってはどの様にテーマを選定するかどんな手

順で実験にとりかかるかとまどいながらしかも自分の手で顧徴鏡操作をする者も少なくなく何妾

か失敗もくり返えしながらも何とかまとめ上げたものである。 教科こ書に盛られている実験項目を

殆んど手がけられない平常の授業が実情の本校においてはこの課題実験を通して一つのテーマを

成しとけることは他の実検に応用できる可能性も見込んでの課題である。

0どのようなテ一一マがえらばれたか（代表的なテーマの傾向）

大テーマ「植物表皮組織の研究」

中テーマ（1）表皮細胸の形，孔辺細胞と気孔について

小テー▼て1いろいろな植物の表皮をはぎとりその形のちがいをしらべたもの……72

〝2同じ植物のいろいろな部分の表皮の形のちがいなしらべたもの………12

要点（ア）どんな違い叉は傾向がみられるかも

の各部分で表皮のつくりはどのようになっているか。

（ウ）科や属によって一定の傾向はみられないか。

（ェ）科や属によって形の上にどんなちがいがあるか

小テーマ3いろいろな植物の葉の表と案の表皮をしらべ一定面構内にある気孔の教と

孔辺細胞の形を比較したもの

小テーマ4高さによって気孔数に変化があるかを調べ仁もの…1

中テーマ（2）毛に変化している細胞について

小テーマいろいろな植物の毛を調べて構成している細胞の数が形について調べたもの…3

中テーマ（3）クチクラ層について

小テ一一マ水をはじく葉の表皮には凹凸があるか

あるとすればそれは何のためにあるのか‥‥‥・……………………………－‥2

0結果と反省

1昨年度の優良なレポートを掲示していたために殆んどのテーマが同じになってしまって改

めて他のテーマに取り組む冒猿を試みた者がなかった事は残念であった。
これも敢えて模故

的な現今の気質ばかりとは云えないかも知れないが身辺かなテーマを選んで無難な1′ポート

にする安直な憤向がうかがわれて淋しい。 しかしまとめられた結果は高校1年生らしいもの
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でやはり事前：0指導で何を日用勺にやりどのように結論すけるべきかについてはきびしくし

ておく必要があったように思う。 ヰしてこの課題実験を通して今後疑問として残った点を自

ら求めて解決しようとする者が出る事を期待したがそれも宅切られた感じである。 だとすれ

ばこの様な点を解決するのはクラブ盾動による部員の活躍以外に期待できないと思われるが

クラブ員の減少にある現在ではこれ叉悲観的であるが何とかクラブ活動の一方法として考え

てみたい。

2材料として取扱った植物は身辺かな植物が多いがそれでよいと思う。 生物を科学する態度

は身近かなものから入るのは当然といえる。 何とかやはり生物実線室にはふだんみなれない

植物も備えておく事も必らず必要であろう。

3スケッチはまあまあの出来，視野にとらえたものは全部スケッチした者が多く正直である

（中には疑問に思われろものもあったが）

4植物の学名は大部分の者が図鑑と首っきりで書いており涙ぐましい努力をしていた。 やは

り図鑑規は備えたい。

結論も控え目ながら一応は出してあり，正直に観察した事について自分なりの意見をまと

めてあるが反面頂く程の結論は見当たらなかっ′このはテーマが平易であった事にもよろう。

5英文でまとめる事については少し酷な事かも知れない。 しかし無理して書いた（間違って

いても）事はよいと思われる。 残念ながら充分にそれを指導する力がない事である。

6生徒の感想をまとめて云えることはとに角初めての事で何から手をつけてよいか迷った事

は事実．しかし何とかまとめる努力をし，そしてまとめたその上ろこびは叉初めての経験で

そのうれしさを表現している。 この事が何か理科を勉強する発端になればと希ふことである。

7勿論中には極めて申し訳程度に提出したものもあるが2人1組の共同研究の形式をとった

事は一応の成果であった。

卒直な御意見，御批判をお顎いする次第である。
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植物表皮組織の研究第2報

出水高校1年生全員

（まとめ）01年生全員

住吉啓二春田達朗中原昭広

武上幸之助児玉博

生物科学の基輝である自然現象を身近かな材料から観察し自主的に勉強する態度を身につけ自然

をよく見つめながら自然を大抑こする心を巷うことを目的としたこの研究結果を以下に要約した。

Nolいろいろな植物の表皮細胞（Plate参照）

白〕榊原史子酎］ダミ

〔甘〕1表裏の相違と共通点を調べる。

2気孔の数，珊胞の形はそれぞれどうなっているか。

〔Ⅲ〕ゆきのした科ユキノシタ・アジサイひがんばな科アマリリスさといも科コンニ

ャク・カラーサトイモゆり科キミガヨランあやめ科グラジオラスつゆくさ科

ムラサキツユクサツユクサばしょう科バナナうさぎ科ヤツデはうせん科

ホウセンカうり科ヘチマやまのいも科ヤマイモかんな科カンナひるがお科

アサガオきょうちくとう科キョウチクトウひゆ科ノゲイトウきく科シオン

ガーベラヤプレガサテンジクボタンヒャクニチソウ

〔Ⅳ〕1蓑と賓の細胞の形を比べると一般に表が大きい。

2気孔は裏にくらべて蓑が少なくフほとんどまれなものもある

3単子葉類と双子莫規を比べると瑚胞の形は双子薬頬に7メ1－－バ状が多い。

4細鞄の並び方は裏にくらべて蓑のはうが規則的なものが多いようである。

5a細胞租識の簡単なものヒユ・ヒガンバナ，サトイモ，ツユクサ，ヤマノイモ

ヒ／レガオ，キク，ウコギ

も組織の複雑なものユリ，アヤメ，バショウ，カンナ，キョウチクトウ，ホウセ

ソ九ウリ

No2表皮細胞の形について

〔1〕4、笠原生子河南るり子

〔甘〕1柳腰の形の相以と相違

匝〕ひるが転科アサガオたんどく科カソナうり科キュウリかがいも科サクララソ

さといも科サトイモすいかずら科サソゴジュつゆくき科ツユクサどくだみ科

ドクダミなす科トマトうこぎ科ヤツデ
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〔Ⅳ〕細胞には色素があって，有色と無色とがある。

植物によって切均質がはっきりしているもの，していないものがある。

気孔は大きさはちがっているが，形はどれも同じようである。

No3水をはじく植物とはじかない植物（クチクラ居について）

〔り内村由美子宮田敦子

〔甘〕1水崩まじく粟の表皮には，おうとつがあるか。

2あるとすればフおうとつはどんな働きをするか。

〔皿〕さといも科サトイモオランダカイウやまのいも科ヤりイモきく科ヨメナ

いね科トウモロコシかたはみ科ムラサキカタ′ミミまめ科シロツメクサ

〔Ⅳ〕1水をはじく葉の表皮にはおうとつがあるが，はじかない植物にはない。

2水車はじく植物の表面をこすっておうとつをこわすと水をはじかなくなる。

a水をはしくもの

イ表裏ともサトイモムラサキカタノミミ

ロ表だけはじくものシロツメ草

も水をはじかなかったもの

ヤマノイモトウモロコシオラソダカイウヨメナ

¶04双子薬類について

〔l〕井上順子原口タミ他18名

〔甘〕1細胞の形の違いと並び方

2気孔の数

〔皿〕ぉみなえし科カノコソウかき科カキみそ科セキヤノアキチまウジシソ

あかね科クチナシなす科ナスタラトウガラシピーマントウガラシトマト

ツクノミネアサガオむらさき科ヤマルリソウうり科キカラスウリニガウリ

オオカラスウリゴキゾ／レへチマ

〔Ⅳ〕ヵキは，細胞の形は不定型で細胞膜が薄くて孔辺細胞は′j、さい。

キカラスウリは蓑にくらべて裏の方が細胞もやや小さく，つまっていて気孔も多い。

ゴキゾルは裏と表で少し細胞の形が違っていたが，蓑の一部に規則正しい並び方が見られ

た。

ヘチマは表にくらべて裏のはうが大辺気孔が多い。

どの板物も，蓑より裏のはうが細泡及び並び方は複雑である。

No5各科における表皮細胞のちがい

〔り中島恭一小原のり子城後由華子森永進

〔甘〕各科における表皮礼砲のちがい

〔Ⅱ〕うり科オオカラスウリキュウリヘチマカラスウリミヤマニガウリニガウリ

マクワウリキカラスウリスイカとうだいぐき科アカメがシワユニシキソウ
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コミカソソウあかね科ハシカグサクチデシおおばこ科オオノミコなす科

ダチユラピーマソツタバネアサガオしそ科サルビアシソひるがお科アサガオ

ルコ＿ソウサツマイモハマヒル去宗葦霊ちくとう科キョウチタトゥさくらそう科

クリソソウさばてん科クジャクサボテソしゅうかいどう科ペコニアすみれ科

アオイスミレノジスミレあおい科フヨウアオイつりふねそう科ホウセソカ

まめ科ダイズゴシャクマメサヤマメばら科′ミライチゴヒメへ＿ビイチゴ

ゆきのした科ユキノシタアジサイあぶらな科キャベツイヌガラシダイコソ

おしろいばな科オシロイノミナひゆ科ケイトウいちくき科クサマオどくだみ科

ドクダミく〇

〔Ⅳ〕うり科細胞の形が7メー・・ミ状あかね科細胞の形が不規則なす科細胞はアメーノミ状

きばてん科気孔が少ないまめ科細胞はアメーノく状あぶらな科細胞の大きさが不規

則 さばてん科　サボテン

裏普通の気孔より一段と大きい。
′

表気孔に近づくにつれて小さくなっていて，

また，蓑にくらべてずいぶん小さかった。
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No6糞の表と裏のちがいについて（Plate参照）

〔り小石隆

〔甘〕1表と嚢の細胞のちがいについて

2気孔の数と向きについて
〔Ⅲ〕ゆきのした科叫ノツタつゆくさ科ツユクサ＿あや這科グラジオラスつばき科

チャひるがお科アサガオたんどく科カンナいね科トウモロコシひゆ科

ケイトウおしろいばな科オシロイノミナなす科ナス

〔Ⅳ〕1表裏の細胞の形については，五～八角形と定まっているものもあった。 がそうでない

ものもあった。 また細胞壁は蓑の方が裏よりも厚かった。

2表よりも裏の方に多くの気孔が見られ向きは一定方向を示していた。

No7シダ植物について（Plate参照）

〔り上野健一熊井義堆長友泰秀上野康子他数名

〔甘〕1シダ植物の葉の表と裏の表皮細胞の形と気孔

2科による一定の憤向があるか

〔Ⅱ〕しのぶ科クマシダちヤせんしだ科ヌリトラノオうらじろ科ウラソロうらぼし科

コウラボシいのもとそう科フモトシダユノミネシダホウライシダおしだ科

へビノネゴザヤブソテツノコギリシダカタイノデ

〔Ⅳ〕気孔について

l気孔（孔辺細胞を含む）の形は共汚してだ円形であり，また

2視野内の気孔の数は（共通して）600倍の時，裏3～6個，蓑0～2隠400倍

の時、裏3～11個，表0～1個で裏が表よりも多いが，ノコギウシダ（裏3個表2

個）のようにあまりかわらないものもある。
3孔辺細胞内に色素（葉緑素？ ）のようなものがあるという結果がでている。

表皮細胞について

1細胞の形は，しのぶ科アメーバ状，ちヤせんしだ科四角形に近い形いのもとそう

科蓑アメーノミ状蓑不定おしだ科表裏ともアメーノミ状うらじろ科責了メーノミ状

某円形うらはし科蓑四角形裏アメーバ状である。

2細胞の大ききは，表か裏より大きいもの（タマツダ）

細胞の大きさは，裏が蓑より大きいもの（コウラボシフモトシダ）

No　8　表皮組織について

〔り永池邦子　益田あけみ

〔Ⅲ〕1陸上植物と水中植物は同じ構造なのか。

2　気孔教などもほぼ同じなのか。

3　同じ植物でも薫の表と裏は，細胞の形，気孔教は同じなのか。
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〔Ⅲ〕はうせん科ホウセソカさといも科コソニャクひゆ科ケイトウいばら科ノミラ

ひがんばな科アマリリスやまのいも科ヤマノイモゆきのした科タマアジサイ

ユキノシタゆり科ヤマユリつゆくさ科ツユクサしやじくも科シャジクモ

あまも科アマモおしろいばな科ナシロイノミナかがいも科スズサイコきく科

ジャノメソウ

〔Ⅳ〕軽ヒ植物と水中植軌こついて

陸上植物には気孔があるが，水中植物には，気孔は見あたらなかった。

同じ植物の薫の表と蓑について

規則的な細胞と不規則な細胞がある。 また，並び方も同様である。

ほとんど裏の方が気孔が多く蓑は少ない。

No9表皮細胞の形について（Plaい¢参照）

〔1〕楠元博視長友良昭瑚上静也

〔甘〕随物の種類による表皮細胞の形の用達

気孔の数と形

〔Ⅱ〕きく科テソジクボタソキソセソカマーガレットガーベラノコソギクらん科

オオノミノトソボソウはんげしよう科ドグダミひゆ科ケイトウさといも科

サトイモしェうが科ショウガせり科ヌマゼリたで科ヤマギダデっゆくさ科

ツユタサひるがお科アサガオうらはし科すオイワヒトデヤッデまつかぜそう科

ナツミカンはうせん科ホウセソカさばてん科ゲッカビジンゲニノミサボテン

カニノミサポテソ

〔Ⅳ〕テンジクボタソヌマゼリ，ヤマギタデなどは細胞の形は似ていてっまたおのおのの気孔の

数も多い。

オオノミノトソポソウアサガオキソセソカマーガレットなどは複雑である。

0気孔の形は調べた植物はすべてだ円形であった。

0オオバワヒドラはシダ植物であるが，調べた他の植物とは用達はみられなかった。

○ドクダミショーガには気孔は見られなかった。

ツユクサの細胞内に，固まった針状の結晶のようなものが見えた。

NolO単子葉類について

〔I〕松尾和義肥田甲美子他253名

〔甘〕単子葉殖物の特赦について

〔Ⅲ〕ショウガ（しェうが科）グラジオラスハナショウブアヤメシャガ（以上あやめ科）

ヤマノイモウチワドコー（以上やまのいも科）アマリリスハマユウ（以上ひがんばな科）

オニユリヤマユリタマネギネギツバメオモト（以上ゆり科）ホテイアオイ（みずあ
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おい科）サトイモカラスビシャクコソニャクショウプカラーエチオピア（さといも

科）トウモロコシ1ィネェノコログサタケ（以上いね科）カンナハナカソナ（以

上かんな科）

〔Ⅳ〕あやめ科アヤメ

気孔は蓑1～5，裏2～9個であった。 細胞の並び方は一定であった。 細胞の形ははは長方

形とみてよいであろう。 細胞壁の凸凹は蓑，葛とも同程賓でそうはげしくない。

やまのいも科ヤマノイモ

気孔は蓑0～6，葛7～10個であった。 細胞の形及び並び方は不規則であり，どの植物で

もみられるようだが，表にくらべて裏がこみいっている。

ひがんばな科アマリリス

気孔は衷1～2，裏2～3個で，細胞についての並び方及び大ききは不規則・細胞壁が他の

植物にくらべて，なめらかであったようだ。 また，これも確かではないが，表より裏の気孔

のはうが大きいようだ。

さといも科サトイモ

労しは表0～2，裏2～5個で形態の特徴は特にはなかった。 細胞の表，裏の相違はない。

形は5，6角形が最も多かった。 細胞壁の凸凹はほとんどなく直線になっていた。 また，他

の植物にくらべて，厚いようであった。

いね科トウモロコシ

気孔は表2～5凰裏4～10個であった。 細胞は四角形が主で，その並び方は一定であっ

た。 細胞壁の凸凹は，ひじ上うに小さかったが管的こなっており，全体では直線をなしていた。

Noll植物の表皮細胞について

〔り竹りつ子井上晰子他42名

〔甘〕1ひるがお科の植物の表皮細胞の形はどんなものか

2ひるがお科の植物の表皮細胞は裏と裏とでは形，大きさなどで変化はないか。

3つゆくさ科の植物の表皮細胞の形はどんなものか。

〔Ⅲ〕ァサガオ，ヒルガオ，サツマイモ． ノアサガオ，ルコー草（以上ひるがお科），ツユタサ，

ムラサキツユクサ，ハカタカラクサ，マルノミツユクサ（以上つゆくさ科）

〔Ⅳ〕1ひるがお科の植物の表皮細胞の形はアノーノミ状が多いが，そうであるとは決めつけら

れない。

2アサガオ，サツマイモは両方とも同種粗の中でアメーノミ状と多角形の細胞がある。 な

ぜだろうか。

3アサガオにおいては，だいたい蓑の細胞の大ききが真の細胞の大ききより大きい。 他

の種類は少数のため比較できない。

4アサガオの糞を双糞，本葉（2枚期し4枚期）・…‥などと分けて調べてあるのがある

が，形のかわったものが本葉（4枚期）においてみられる。 どうしてであろうか。
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5つゆくさ科の植物では，ヒルがオとアサがヤの細胞の形は多角形に，′、カタカラクサ

は，アノーノミ状にえがかれている。

6つゆくさ科の表皮細胞の形も一定のものではないらしい。

No12表皮細胞について

〔り有馬英子畠中京子

〔∬〕同じ形に見える毛のほんとうの構造と，何のために毛が生じているカも

〔Ⅱ〕ユキノシタ（ゆきのした科），ハ． ハう〆サ（きく科），クマシダ（しだ科），ナス（なす

科），アサガオ（あさがお科），ダイズ（まめ科），オヒシノミ（いね科），スイカ，キュ

ウリ，ウリ，ニガウリ（以上うり科）

〔Ⅳ〕毛の構造は外見は同じように見えても，実際，構造は単細胤多細胞……といろいろ違

っていた。

No13細胞の表と責での違い（Plate参照）

〔り北御門なみ西前里蓑

〔甘〕1植物の細胞の表と裏の違い

2キク科の植物の細胞の形はどうなっているか。

〔Ⅱ〕1コメナ，コソギク，ヒマワリ，ダリア，ヒャクニチソウ（以上きく科），カラー（さとい

も科），アサガオ（あきがお科），ケイトウ（ひめ科），ドクダマ（どくだみ科）が違っ

ていた。

2細胞の形は，はげ六角形をしている。 調べた五種類のきく科の植物の細胞は，ほぼ同

じ形をしていた。 気孔は4種類は，細胞の境界にあるが，ヒマワリだけが細胞の中にみ

られた。

3次のことが疑問点として終った。 きく科の植物でヒマワリはなぜ，細胞が小さかった

のか。 ダリアはどうしてあんなふうに出てきたのか。 実検が長くなると気孔が開いてさ

て細胞壁の形が少々くずれたようになるのはなぜか。 同じ科の椙物は細胞の形がいっし

ェになっているのはなぜだろうかbアサガオはなぜ蓑と裏の形が違ったのだろうか。

No14水生植物の表皮細胞の研究

〔り生駒和代J目口亮子

〔∬〕1水生植物と学生のものとのちがい

2植物の水に接する割合で，つまり，糞が水に触れていないもの，業が水に浮いている

もの，完全に水中で生育するものでは，おのおののつくりはどうなっているのか。

〔Ⅱ〕さじおもだか科マルノミオモダカこなぎ科ホテイアオイみそはこべ科ミソバコべ

みずあおい科コナギでんじそう科デソジソウたで科ヤナギタデ

うきくさ科ウキクサひつじぐさ科スイレンヒツジグサいばら科はっすも
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〔Ⅳ〕気孔について

・水面より糞がでている植物には気孔がみられ，陸生植物と同じように表より裏のはうが

気孔の教も多かった。

・水面に浮いている薫について，表には多くと気孔がみられたが，裏にはまったくみられ

なかった。 やはり水中では気孔が必要でないことがわかる。
．
とくにヒツジ草の妾に気孔

が多かった。 ただ，裏の方には，もとは気孔があったのではないかと思われる丸い細胞

がみられ，とくにスイレンがめだった。

・完全に水中で生活している植物にはまったく気孔がみられなかった。

細胞の形について

・水面より葉がでている植物の葉の表皮細胞の形，蓑はだいたい規則的に同じ大きさで並

んでいたが，裏は蓑よりやや形が大きく大ききも一定でなかった。

・水面に浮いている葉でIも細胞の形が一般に小さくたいへん入りこんでいた。 ひっじ草

が六角形をしていrこのが印象的だった。

・水中で生活しているものではプ細胞の形は，水が流れるようにひょろ長く平行に並んで

いる。

No15多年植物について

〔り梶尾義治加世堂清人津野路子橋井弘子他多数

〔甘〕1細胞の形大ききは葉の表側と裏側でどのように違うか。

2気孔の敷． 形およびその位置について葉の表側と裏側で比較する。

〔Ⅲ〕ゆきのした科ユキノシタアジサイガタアジサイたで科イヌタデミゾソノミ

どくだみ科ドグダミ′、‥／ゲショウまめ科ダイズナソキンマメオジギソウ

カラスノエソドゥおしろいはな科オシロイバナひめ科ケイトウノゲイトウ

〔Ⅳ〕lについて

細胞の形

裏側も裏側も7メ一一ノミ状もしくはそれに近い形のものが多い。

細胞の大きさ

測定例が一件もなかったので目測した。 （倍率が15×40のものを採用した）ほぼ同じ大

ききであった。 今後測定してゆきたい。

2について

気孔の教（倍率が15×40のものを採用した。 ）

表側半数以上が0個。 少数の者が1～3個。

裏側0個（1名）。 4～10個がほとんど。

気孔の形

表側と裏側で差異はなかった。
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C≡≡Dだ円形のもの：どの科でも見られ㌔

◎ ナンキソマメ（まめ科）

で≡フ三か月形のもの：ドタダミ（どくだみ科）

気孔の位置

－∈≡＞一一一4芝くニ当直〆：一どの科でも見られた。

∈至二｝→・細胞ケイトウ（ひゆ科）イヌタデ（たで科）

葵ユキノシタ（ゆきのした科）で興味ある結果を得た者がいた（1名）。 その要約

「ユキノシタの薫の表側では気孔は7～8個ぐらい集まって1っの気孔群を形成していろり

（倍率15×40）ほんとうにそうなのか今後調べてみないと何ともいえない。

※〔1〕は研究者〔甘〕は研究内容〔Ⅱ〕は研究材料　〔Ⅳ〕は記録のまとめと問題点
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うらじろ科

58　　「うらじろ」

Gleichenia Sm

〔考察〕

部分的な細胞組織はこわれてしまったようだが，全体的に不

規則で，おもしろい形をしている。葉表は細胞の大きさが小

さく密である。それに対し，菓裏では細胞の形が円形で，う

ろこのような感じである。

気孔は，菓蓑には見られない。稟裏にはかなりの数が見える。

表

〔結果〕衷

・気孔は2ケで閉じており，大きさも形も等しい。

・葉緑体がみられる

・細胞の概形は不等辺六角形がおもで，それらが花

のようにならんでいた。ますこ，孔辺細胞の周隅に

長方形の変形のようなものがあった。

－26－

裏

・気孔は5ケで閉じていて，大きさ，形は

だいだい等しい

・葉緑体がみられる

・横形は表と少し違うが，孔辺細胞の周囲

に花形のようなものが並んでいる点は似
ている。



戸′

芸貸〆
（イネ科）

〔観察結果〕

嚢の概形は不等辺四角形，表は不定形，両側とも，気孔があ

る。 色素は透明。 奉

〔結果〕麦

・気孔なし

・細掛は不規則な角形（主に不等辺四角形・

五角形）のものがならんでいる。

・色素はうす縁’

・妻緑がある

・細胞の形は不定形なものが主で． 構成も蓑

より複雑である。

・はぎにくかった。
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〔結果〕表

・気孔6ケ開いている ・気孔　14ケ　開いている。 今まで調べ

・細胞はアメーバ状の不定形である細胞も気孔　　　　た表皮の中で，もっとも気孔数が多かっ

も大変小さかった。 た。

・細砲はアメーバ状の不定形である，やは

り裏も，細胞，気孔が小さかった。

〔考　察〕

いのもとそう科「はうらいしだ」

Ad：antum capillus－Venerisl

細胞の形には変化が多く大きさも一定ではない。ただ目立つことは液胞のようなものが多い

ということである。

気孔については，別に気づくことはない，ただ，妻にはそんなに多くはないが気孔があると

いうことが，ちょっと意外であった。
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ヒルガオ科

アサガオ

蓑

・細胞が小さい

・細胞は全然不規則である。

まるいのや，長いのや，さまざまあったり

・細胞の線は，とがっている。

・気孔はとじていた。

・孔辺細胞の中に葉禄体が見えすら

・気孔を細胞で囲んでいる。

表

婁

・細胞は不規則である。

・細胞の線Iもダニャダニャしていた。

どの線も，まっすぐな線はない。 線がまる

ぴをおぴている。

・気孔は，開いているようであっ′も

・孔辺細胞の中に黄緑体が見えた。

・表と同様，気孔を細胞が咽んでいる。

裏

〔結果〕蓑

I・気孔1ケ閉じていると思われる，表は気孔

がなく，やっとlつ見つけた。

・垂線体が見える

・細腿の概形は裏とよぐ似ており，上臥こ同

じ大きさの水玉がきれいに並んでいた。 細

胞の大きさは裏より少し小さかった。

裏

・気孔7ケ閉じている。 同じ大ききで，円形に

近い，細胞の下にあるように見える。

・集線体が見られる。

・細胞の概形は薄いので見えにくく長方形の形

におう突ができた形である大きさはまちまち

で上層部にやはり水玉がある。
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ユキノ・ンタ

気孔は，みな，だいたい平行に

ならんでいる。細胞内の糸状の

ものは，葉緑体である。

形の不規則だが，だいたい5

～8角形ぐらい。

ツユクサ

つゆくき科

カンナ科

カ　ン′ナ



ヘビの解剖と鱗粉転写について

1年　寺田　連朗

今‘年の文化祭で，ヘビの解剖と，チョウの羽の鱗粉転写を行なった。 まずへどの解剖について

のべてみよう。

材料には，ヤマカガシ1∵NatrixtIgri坤）を用いたこ本来ならアナダイショウで行な

う予定であったが，なにぶん近ごろはヘビも少なくなり，なかなかみつからないのである。

ヘビの大ききは，体長65の，体のまわりは7‘職あった。 あまり大きいとはいえない。 ヤマカガ

シの雌では790耽mに達するものもある。 私はこのヘビを捕えるときかみつかれて血をみてしま

った。あんがい歯はするどいようである。

きて解剖であるが，なにしろ我々はヘビの解剖などやったことがない。 そこで三年生の常君に

やってもらった。彼は二年前の文化祭でアオダイショウの解剖を行なっている。 まずヘビをビニ

ール袋に入れクロロホ′レムを適量上からそそぎこむ。 適当にうこかなくなったところで袋からと

りだし，マナイタの上にあおむけにのせ，上アゴとしっほ春夫いピソでくぎづけにする。 次に肛

門からハサミでアゴのところまで切りひらいて行く。 皮は，ピソでとめて行く。 すると内臓がう

すい瞑につつまれてできてきたので，その膜をメスでかろくこすると自然に自分からひろがる。

途中で血官を切ったらしく出血がひどい。 心厳はまともに動いている。 からだのあちこちに，黄

色の脂肪が分布している。 かなり萄達している。 冬眠前だからだろうか。 肺は左だけが発達して

右肺は1州にもみたない。 胃があり，陽があり，肝級があり，じん楓があった。 胃はべらぼうに

長く，体長の半分近くもあった。 このようなぐあいにやっていったのであるが，なにしろ材料が

小さいものだから，ひじように見にくくあまり成功とはいえなかった。 、

鱗粉転写とは，蝶の羽限にのりなどをつけ，鱗粉を紙などに写しとるものである。 我々は最初

ゴムのりを使ったが，うまくいかなかった。 そこで三年生の常君が，たまごの白身をのりにした

らうまくいくと言ったので，我々はわざねぎ買ってきてやってみたがなかなかうまくいかなかっ

に。使用した材料が古かった和らか，我々の技術がまずいのわ今後の研究が待たれる。

－31－



部　　員　　名

3年7粗児玉一臣（鳥類）

中川新人（甲虫類）

山村敏彦（蝶類）

6祖常秀樹（蝶顆）

肱悪さだみ（簡物）

5観山□頁由美（植物）

3組浜崎幸子（植物）

2組簡美佐子（植物）

2年7組吉村祐一（トンボ）

上村恵子（植物）

6組川口博志（植物）

5組久保光子（植物）

4組◎佐潟廉（蝶類）

○下‾谷由美子（植物）

2組上園清治（蛾）

！

西田広康（蝶類）

1年2組住吉啓二（蝶類）

3観春田達朗（蝶類）

中原昭広（植物）

武上幸之助（トンボ）

4租児玉博（トンボ）

簿

1973年度

出水市大川内田原

出水市下知識3815

出水市米ノ津

出水市武本10483

阿久根市折口2120の1

出水市下知識3815

阿久根市本町

阿久恨市脇本5439

阿久根市本町76

出水市武本7654の4

阿久根市西目1650

出水市荘下

阿久根市西目78

出水市小原下

阿久根市本町151

阿久根市西目

出水市大川内3978

出水市向江町

出水郡高尾野町

出水市大川内

顧　　問　　木之下三夫先生　　　　建村善元先生　　福田晴夫先生

編　集　　後　記

′′しぴちJ〟の編集が大変遅れてしまったが，ここに7号を発刊できて部員一同大

いに喜こんでいます。これも福田・木之下・建村先生はじめ諸先輩の御指導があった

からこそであり，ここに厚くお礼を申し上げます。

－32一
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